


管理受託契約
長期修繕計画

法律施行規則第13条

賃貸経営の提案
建物維持管理
原状回復

管理受託契約締結前の
重要事項説明及び書面の交付
管理受託契約書の交付
賃貸住宅の維持保全
定期報告
秘密の保持
賃貸住宅の賃貸に係る事業の
円滑な実施の確保

家賃、敷金、共益費
その他金銭の管理
賃貸住宅の維持保全
賃貸住宅の入居者からの
苦情の処理
秘密の保持
賃貸住宅の入居者の居住の
安定

賃料収納
契約更新
解約業務
賃貸相談業務
良好な住環境の提供

賃貸不動産
経営管理士

オーナー 入居者

賃貸不動産経営管理士の役割

様々な業界で活躍できる賃貸不動産経営管理士様々な業界で活躍できる賃貸不動産経営管理士
法律における「業務管理者」の役割

賃貸不動産経営管理士は、「賃貸住宅の管理業務等の適正化に関する法律」において、
賃貸住宅管理業を行ううえで設置が義務付けられている「業務管理者」※の要件とされる国家資格です。
賃貸住宅の管理に関する知識・技能・倫理観を持った専門家として、重要な役割を担っています。

※法律において、登録された賃貸住宅管理業者が事務所毎に１名以上設置しなければならず、管理受託契約の内容が明確であるか、賃貸住宅の維持保全の実施方法における妥当性等、業務の管理及び監督する事務を行います。

　賃貸不動産経営管理士は、賃貸住宅管理の専門家でありながら、法律・設備管理・税務など、幅広い分野に関する知識を
兼ね備えています。
　不動産業に従事されていない方でも、仕事や生活の中で賃貸住宅に関わる機会は少なくありません。資格を取得することで、
知識や業務の幅を広げることができ、就職・転職活動において有利になるのはもちろんのこと、日常生活に直結する賃貸住宅
に関する知識を身に付けることができるので、住まいに関するトラブルが発生した際にも、その知識が役立ちます。
　このような背景から、不動産業界の方に限らず、さまざまな業種や立場の方から広く取得されている資格です。

大手専門学校では、学習時間の目安として
100～300時間程度とされています。ただ
し、宅地建物取引士やファイナンシャルプラ
ンナーなど、他の資格と一部試験範囲が重な
るため、それらの知識をお持ちの方は、効率
よく学習を進めることが可能です。実際に、
宅地建物取引士試験後、約1か月の学習で本
資格を取得された方もいらっしゃいます。

よくある
質問

「資格取得にはどのくらいの
 学習が必要ですか？」

【令和7年度合格者の職業】

資格取得理由や資格活用方法などをご紹介した、賃貸不動産経営管理士取得者インタビューをHPに掲載中 

【令和7年度合格者の保有資格】

賃貸不動産経営管理士取得までの流れ

職業

不動産（管理）
23.7%

不動産（その他）
13.7%

不動産（賃貸仲介）
8.5%

不動産（売買）
8.2%

金融 7.1%

オーナー 6.0%
建設 5.5%

学生 2.0%

専業主婦（夫）
3.6%

その他 21.8%
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合格者：9,370人
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3月
試験実施
要領公開

7月～9月
5問免除講習

※任意 8月3日～9月30日
受験申込

11月15日
試験日

12月24日（予定）
合格発表

1月～2月
登録手続

4月
資格付与

※郵送申込は9月24日締切

賃貸不動産経営管理士とは

［主催］  一般社団法人  賃貸不動産経営管理士協議会

構成団体


